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＜ほたて貝養殖業＞ 

● 胆振管内は、噴火湾海域・太平洋海域と特性の異なる２海域に面し、 

噴火湾海域では、ほたて貝養殖業が、また、太平洋海域では、すけとう 

だら刺網、さけ定置、ほっき貝漁業が大宗漁業となっています。 

● 令和元年の管内の漁業生産高は、数量で約３万８千トン、金額で約 

９２億円であり、金額では全道の約４％を占めています。 

● 魚種は、スケトウダラ、ホタテガイ、サケ、ホッキガイの漁獲が中心 

であり、この４魚種が管内漁業生産に占める割合は、数量で８０％、金 

額では６２％となっています。 

● 水産資源の増大に向けて、マツカワやウニの種苗放流が継続して行わ 

 れており、室蘭市にある「栽培水産試験場」では栽培漁業の技術開発の 

 研究が進められ、また、伊達市にある「えりも以西海域栽培漁業拠点セ 

ンター」では、マツカワ種苗生産に取り組んでいます。 

 

●生産量・生産額の推移 

 

●魚種別生産量（令和元年）               ●魚種別生産額（令和元年）      

  

 

 

  

    

 

 

 

●胆振管内図（漁協・漁港位置図） 

 


